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　暖かい気持ちのよいぽかぽか陽気と共に、新年度がスタートしました。先月月末にさくらぐ
み３６人の子どもたちを「いってらっしゃい」と小学校に送り出して、今年度はふたばぐみで、
新しいお友だち５人からのスタートです。おうちの方と離れて何もかもが初めての園生活に飛
び込んでくる子どもたちをお預かりすることの責任を感じて、改めて身が引き締まる思いです。

　めばえ保育からはじまった子どもたち。おうちの方から離れて少しずつ保育者と過ごす時間
に慣れてきて、笑顔もたくさん見られるようになっています。クラスの中を探索する中で安心
基地を見つける友だちもいて、その場所に行くと一人でまったりとくつろぐ姿も見られていま
す。お友だちのことがきになって手を伸ばして触ってみたり、おもちゃの引っ張りっこをした
りととても可愛らしい姿を見せたり、安心して過ごせるようになっていることを感じます。

　前年度担任したさくらぐみの子どもたちと違い、言葉で気持ちや思いを伝えることがまだで
きないふたばぐみの子どもたち。３月の講演会で汐見稔幸先生が「赤ちゃんでも人間としての
尊厳を守り、リスペクトして接する」と話された言葉が、心に深く残っています。ふたばぐみ
の子どもたちは言葉では表現できなくても、いろんな方法で自分の気持ちや思いを伝えてきま
す。そのサインを見逃さないように気持ちや思いをしっかりと受け止め、応答的な関りを大切
にしながら、丁寧な保育に努めていきたいと思います。



　新入園児の皆さん、武雄こども園にようこそ。在園児の皆さん、進級おめでとうございます。新緑の
お母さんの木に見守られながら、在園児さんも新入園児さんも生き生きと遊ばれていて、これからどん
な物語が生まれるのか、とても楽しみです。

　武雄こども園の絵本の廊下に “ぎゅっ” という絵本があります。その絵本のなかで小さなチンパンジー
のジョジョは、森の中で様々な動物の親子がハグをしている姿に出会います。最初はそんな親子の様子
を「ぎゅっ」と言いながら嬉しそうに眺めているのですが、ページが進むにつれ、ちょっぴり不安そうな、
悲しい表情になっていくジョジョ。そんな時に大好きなママが遠くから「ジョジョ！」と駆け寄ってき
ます。それを見て「ママ！」と大喜びで駆け寄るジョジョ。そして、今まで出会った動物たちに見守ら
れながら、大好きなお母さんから大きな腕でハグをしてもらいます。お母さんの腕のなかで安心しきった、
満たされた表情のジョジョは、その後、他の動物たちにとびきりの笑顔で「ぎゅっ」と言いながらハグ
をして回るのです。

　私たちの原点である園の理念は The One（園に関わる全ての人と事象が唯一無二）で、その実現の大
きな基盤として大切にしていることは、大人も子どもも「心から安心できる」場所づくり。心から安心
できる場所とは、例えば、誰かと比べられず、そのままの自分でいられる場所。そして、どんな時も、
どんな自分の想いも聴いてもらえる場所。声にならない声を汲みとってもらえる場所。生まれたその時
から、人としての権利がきちんと守られる場所。

　０歳児からそんな関わりと場所が保障された時、大人になっても自分が存在して良いのだ、という実感、
つまり自分の存在意義を感じることができると私たちは考えています。そして、この絵本が教えてくれ
たように、自分が大切な存在であることを知ることは自分以外の人もまた尊い存在であることを知るこ
と。自分を大切にできて初めて人の心に共感し、人に分け与えることができる。

　私たちは、皆様と出逢ったご縁に感謝しながら、春の揺らぎの日々のなかで、お子様が生まれたあの
日からずっと揺らぐことのない保護者様の想いを軸とし、お子様をお迎えして参ります。そして、大人
も子どもも心から安心できる場所で、それぞれの輝きを見つけながら、共に育ち合っていきたいと思い
ます。保護者様のご理解とお力添えをどうぞよろしくお願いします。


